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７
月
７
日
〜
９
日
　
新
地
町
を
Ｐ
Ｒ 





中
山
間
地
域
等
の
農
業
生
産

条
件
の
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、

継
続
的
に
農
業
生
産
活
動
を
実
施

し
耕
作
放
棄
の
発
生
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
多
面
的
機
能
の
確
保

を
図
る
た
め
交
付
金
が
支
払
わ
れ

る
も
の
で
、
国
の
新
た
な
施
策
と

し
て
、
平
成
12
年
度
か
ら
今
後
５

年
間
を
め
ど
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。一

定
の
傾
斜
基
準
を
満
た
し
、

１
ha
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
農

地
が
交
付
金
の
支
払
い
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
交
付
金
の
支
払

い
を
受
け
る
た
め
に
は
、
集
落
が

取
り
組
む
べ
き
農
業
生
産
活
動
や

用
排
水
路
の
管
理
方
法
な
ど
を
定

め
た
集
落
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
集
落
・
協
定
締
結
集
落

沢
口
集
落
（
瀬
上
地
区
）

構
成
員
６
名

◆
交
付
金
の
使
途

交
付
額
の
半
分
は
、
農
地
の
維

持
管
理
・
生
産
性
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
耕
作
者
等
へ
支
払
わ
れ

残
り
半
分
は
、
集
落
の
共
同
取
組

の
実
施
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

◆
集
落
協
定
の
概
要

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
協
定
参

加
者
全
員
に
よ
り
、
平
成
16
年
度

ま
で
継
続
し
て
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
す
。

①
農
業
生
産
活
動
の
実
施

・
農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
定
期
的
な
点
検

の
実
施
。

・
水
路
清
掃
、
水
路
・
農
道
の

草
刈
り
実
施
。

②
生
産
性
･
収
益
の
向
上
、
担

い
手
の
定
着
等
に
関
す
る
取
組

・
農
作
業
の
効
率
化
を
推
進
す
る

た
め
農
作
業
の
受
委
託
及
び
農

作
業
の
共
同
化
の
推
進
。

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
確
保
及

び
各
種
研
修
会
等
へ
の
参
加
。

③
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

・
農
地
と
一
体
と
な
っ
た
周
辺
林

地
の
下
草
刈
り
等
の
実
施
。

集落名 地目 区　　分 面積（㎡）交付額（円）

沢　口 田 急傾斜地（1/20以上） 14,475 303,975

田 緩傾斜地（1/100以上） 12,057 96,456

合　計 26,532 400,431

町
で
は
６
月
26
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
各
行

政
区
か
ら
の
選
出
者
と
農
業
委
員

を
合
わ
せ
た
計
47
名
に
対
し
、
集

積
促
進
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

農
地
の
売
買
・
貸
借
、
農
作
業

受
委
託
等
は
最
寄
り
の
集
積
促
進

員
へ
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

①利用者　50人（男９人　女41人）
②利用者平均年齢　84.4歳（男81.1歳　女85.1歳）
③ショートステイ利用者延べ日数

２，４４１日（１日平均７人利用）
④ボランティア活動延べ人数　１，８５７人

借 方 貸 方
流動資産 86,122 流動負債 4,227
固定資産 890,090 固定負債 215,034

国庫補助金等特別積立
572,743

その他の積立金 134,875
次期繰越活動収支差額

49,333
計 976,212 計 976,212

事業活動収入① 293,557
事業活動支出② 218,428
事業活動収支差額③＝①－② 75,129
事業活動外収入④ 7,101
事業活動外支出⑤ 8,923
事業活動外収支差額⑥＝④－⑤ △1,822
経常収支差額⑦＝③＋⑥ 73,307
特別収入⑧ 0
特別支出⑨ 23,974
特別収支差額⑩＝⑧－⑨ △23,974
当期活動収支差額⑪＝⑦＋⑩ 49,333
前期繰越活動収支差額⑫ 0
当期末繰越活動収支差額⑬＝⑪＋⑫ 49,333

①理事会　６回　　監事会　２回
②負債償還
新地ホーム建設費償還　32,823.5千円
償還残高　　　　　　 201,800千円

借 方 貸 方
流動資産 1,796,258 流動負債 0
固定資産 0 固定負債 0

次期繰越活動収支差額
1,796,258

計 1,796,258 計 1,796,258

事業活動収入① 500,000
事業活動支出② 1,098,640
事業活動収支差額③＝①－② △598,640
事業活動外収入④ 19,997
事業活動外支出⑤ 573,400
事業活動外収支差額⑥＝④－⑤ △553,403
経常収支差額⑦＝③＋⑥ △1,152,043
特別収入⑧ 0
特別支出⑨ 0
特別収支差額⑩＝⑧－⑨ 0
当期活動収支差額⑪＝⑦＋⑩ △1,152,043
前期繰越活動収支差額⑫ 2,948,301
当期末繰越活動収支差額⑬＝⑪＋⑫ 1,796,258

借 方 貸 方
流動資産 8,797 流動負債 6,589
固定資産 6,465 固定負債 468

国庫補助金等特別積立
5,431

その他の積立金 0
次期繰越活動収支差額

2,774
計 15,262 計 15,262

①年間在宅介護相談件数　　289件
②介護保険認定調査件数　　285件
③居宅支援者件数　　　　　126件
（居宅サービス計画作成依頼者）
④在宅高齢者台帳整備件数　298件
⑤介護保険指定居宅支援事業所として、ケアプラン作成。

借 方 貸 方
流動資産 4,865 流動負債 3,116
固定資産 20,931 固定負債 757

国庫補助金等特別積立
17,410

次期繰越活動収支差額
4,513

計 25,796 計 25,796

事業活動収入① 16,027
事業活動支出② 12,173
事業活動収支差額③＝①－② 3,854
事業活動外収入④ 2
事業活動外支出⑤ 3,000
事業活動外収支差額⑥＝④－⑤ △2,998
経常収支差額⑦＝③＋⑥ 856
特別収入⑧ 0
特別支出⑨ 0
特別収支差額⑩＝⑧－⑨ 0
当期活動収支差額⑪＝⑦＋⑩ 856
前期繰越活動収支差額⑫ 3,657
当期末繰越活動収支差額⑬＝⑪＋⑫ 4,513

事業活動収入① 47,972
事業活動支出② 41,775
事業活動収支差額③＝①－② 6,197
事業活動外収入④ 577
事業活動外支出⑤ 4,000
事業活動外収支差額⑥＝④－⑤ △3,423
経常収支差額⑦＝③＋⑥ 2,774
特別収入⑧ 5,500
特別支出⑨ 5,500
特別収支差額⑩＝⑧－⑨ 0
当期活動収支差額⑪＝⑦＋⑩ 2,774
前期繰越活動収支差額⑫ 0
当期末繰越活動収支差額⑬＝⑪＋⑫ 2,774

指定通所介護事業 高齢者生きがい活動支援通所事業
登録人員 116人 16人
利用延べ人数 4,933人 1,392人
月平均利用者数 411.1人 116人
日平均利用者数 14.7人 4.3人



Ｄｅａｒ　Ｓｈｉｎｃｈｉ，
新地で素晴らしい３年間をおくりました。とても早く過ぎてしまいました。初めて
きたのが昨日のように思います。たくさんの友達と素晴らしい思い出ができました。
もう一度できるなら、もっとたくさんの人たちと話たかったです。でも私はシャイな
人間です。みんなは私がそういうと驚きます。でも本当です。生徒たちもシャイな人
間です。生徒たちを見てると自分自身のようです。私が生徒だった時シャイでした
が、私の先生たちはいつも私を勇気づけてくれました。先生たちは私に自分を信じる
こと、自信を持つことを教えてくれました。数カ月後、私は新地に来ました。多くの
生徒たちが私を無視し避けてるように思いました。生徒たちと話して何か悪いことを
したのかと思いました。落ち込んで泣くことさえありました。私のようなシャイな人
間はうまく適応できません。でもあきらめませんでした。給食や放課後毎日、生徒た
ちと話すために教室を歩きました。約１年後、生徒たちが私に慣れてきたように思い
ました。そして今３年たって、私の一番うれしい思い出は生徒たちと話した会話で
す。あきらめなくてとてもうれしいです。授業では、私の仕事は英語を教えることで
す。授業の後は、私の責任は生徒たちに英語を練習する機会を与えることだと思いま
した。そしてみんなとの会話を通して、お互いに理解し私たちの文化を分かち合うこ
とを期待していました。成功したと思います。会話を通して日本についてたくさん学
びました。日本の文化や言葉は理解するのにとても難しいと思います。今でも全てを
理解していませんが、いろいろわかって良かったと思います。私の目的は日本と日本
の人々について学ぶことでした。それはチャレンジでしたが成功したと思います。新
地で住んでる間に学んだ一つのことは夢の力です。両親や祖父母は、いつも今の子供
たちは彼らがしたほど一生懸命勉強しないと文句を言います。カナダでも日本と同じ
です。あなたたちが貧しいときには、はっきりとした目的を持ち、よりよく気楽な生
活ができるようにお金をたくさん得ようとします。自分自身のためでなく子供たちの
ために。今の子供たちは親たちが持っていなかったような物をたくさん持っています。
ＣＤプレイヤ－、ビデオゲ－ム、たぶん自分のテレビなど。学校に行けることをラッ
キ－だとほとんど思っていません。でもみんなにとっては当たり前のことです。国々、
人々、家族は裕福になっています。若者は一生懸命働く理由がわかりません。子供た
ちは自由があり、責任感がほとんどありません。彼らはたくさんの機会があります。
今の子供たちは祖父母ができなかったことをする機会があります。自分自身で人生の
目的を作り上げることが大切です。子供たちは選択のくじがあります。しかし人生で
何をするかは自分で決めなければいけません。このことが私が目標を持つことは大切
だと思う理由です。目標は私たちの人生の方向を与えます。目標は自分自身を築き
上げる挑戦です。そして難しい目標を成し遂げるために一生懸命働けば、あなたはよ
り良い人間になるでしょう。私の目標の一つは、日本の文化について学ぶことでし
た。両方は理解するのにとても難しいです。でも成功できたと思います。そして私は
人間として変わりました。
一番よい目標は夢です。私の夢は作家になることです。なぜなら人々と話すことが
好きだからです。夢はあなた方を励ます目標です。夢はあなたたちを一生懸命にしま
す。夢はあなたたちを決してあきらめないようにします。夢は人生で困っているとき、
あなたを強くします。単に夢を持つことより大切なことは、あなた方が成功すること
を信じなければならないことです。もしあなたが本当にそのことを信じるならば、あ
なたの夢が真実になる方法がわかるでしょう。いかに難しくとも。
私がわかっている一つのことは、それ自身目標ではなく過程であるということです。
今私は目標を成し遂げました。それは山の頂上に立っているかのようです。私が登っ
てきた道程を見下ろしているかのようです。私はいろいろな問題を思い出しています。
私がどのくらい変わったかわかります。それは他のもっと高い山に私を登らせようと
しています。あなたたちの目標や夢は、あなたがどんな人間になるか、どんな人にな
りたいかについてです。
最後に新地で私を歓迎してくれた人々に感謝をしたいです。私が新地が大好きに
なれたのは、あなたたちのお陰です。今私は新地の一部分であるかのように思います。
そしていつまでも新地は私の一部分です。

Ｙｏｕｒ　ｆｒｉｅｎｄ　ｆｏｒｅｖｅｒ，

和訳：尚英中学校　松田勘太先生

Dear Shinchi,
I have had a wonderful 3 years in Shinchi. It’s gone by so quickly. It seems
like only yesterday that I first came here. I have many friends and great mem-
ories. If I had it to do over again, I would have talked to more people. But I’m
a shy person. Some people are surprised to hear me say that, but it’s true.
The students who I most identify with are the shy ones. Because they remind
me of myself. When I was a student, I was shy but my teachers always encour-
aged me. They helped me to believe in myself and to be confident. 
A few months after, I first came to Shoei, I felt that many students were ignor-
ing me and trying to avoid me. I thought I was doing something wrong by try-
ing to talk with students. I became depressed and I even cried. Shy people like
me are don’t take rejection well. But I never gave up. Everyday at lunch and
after school, I walked around the classrooms to try to talk with the students.
After about one year, I think students became used to me.
And now, after 3 years, some of my happiest memories are conversations I
had with students. I’m so glad I never gave up. In classes, my job was to teach
English. After class, I felt it was my responsibility to give the kids a chance to
practice their English. And through conversations with everyone, I hoped to
we could understand each other and share our cultures. I think I succeeded.
Certainly, I learned a lot about Japan by talking through conversations. I think
that Japanese culture and language is very difficult to understand. I still don’t
understand everything, but I feel good about what I do know. My goal was to
learn about Japan and its people. It was a challenge, but I think I succeeded.
One of the things that I learned while living here in Shinchi is the power of a
dream. Parents and grandparents always complain that today’s children don’t
study as hard as they did. It’s the same in Canada as it is in Japan. When you’re
poor, you have a clear goal, to get more money so you can have a better life,
an easier life. If not for yourself, at least for your children. So today’s children
have lots of things their parents never had. CD players, video games, and maybe
even their own TV. It is no longer the lucky few who can go to school, but it’s
normal for everyone.
As countries, people, and families become wealthier, young people see less
reason to work hard. Children have more freedom and less responsibilities.
They also have more opportunities. Today’s children have the chance to do
things their grandparents could not. The more freedom you have the more
important it is to set goals for yourself. Children have lots of choices, but they
have to decide for themselves what to do with their lives.
This is why I think it’s important to set goals. Goals give our lives direction.
Goals are challenges we set for ourselves. And when you work hard to achieve
a difficult goal, you become a better person. One of my goals was to learn and
about Japanese culture. Both are very difficult to understand. But I feel I have
succeeded. And I have changed as a person.
The best kind of goal, is a dream. My dream is to be a writer because I love
to communicate with people. A dream is a goal that inspires you. It makes you
try very hard. It makes you never give up. It keeps you strong when life
becomes difficult. More important than simply having a dream, you have to
believe you can succeed. If you truly believe that, then somehow, you will sure-
ly find a way to make your dream come true. No matter how difficult.
One thing I have come to realize is that it is not the goal itself, but the process.
Now that I have achieved my goal, it’s like standing at the top of a mountain.
I look back at the way that I came. I remember all the struggles and problems.
I realize how much I have changed. It makes me want to climb another, high-
er mountain. Your goals and dreams are about what kind of person you are,
and what kind of person you want to become.
Lastly, I want to thank everyone who made me feel so welcome here in
Shinchi. It is because of people like you that I love Shinchi so much. I feel like
I’m a part of Shinchi now. And Shinchi will forever be a part of me.

Your friend forever,

３
年
間
の
派
遣
期
間
を
終
え
帰
国 
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今
回
３
歳
児
向
け
の
お
す
す
め

絵
本
を
紹
介
し
た
「
え
ほ
ん
の
ま

ど
」
の
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

町
内
の
３
歳
児
を
対
象
に
配
布
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予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般

の
方
で
ご
希
望
の
方
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図
書
館
サ

ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
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出
く
だ
さ
い
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新
興
住
宅
地
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シ
ン
グ
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マ
ザ

ー
の
ノ
ラ
が
越
し
て
く
る
と
、
お

堅
い
住
人
た
ち
は
冷
や
や
か
な
視

線
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
お
し
ゃ

れ
で
開
放
的
な
ノ
ラ
の
生
き
方
に

住
人
た
ち
は
次
第
に
魅
了
さ
れ
て

い
き
、
あ
る
日
突
然
一
人
の
主
婦

が
家
を
飛
び
出
し
て
し
ま
う
…

・
近
代
福
島
と
戦
争

大
内
寛
隆

幕
末
の
外
圧
、
西
南
戦
争
、
日

『
夏
休
み
特
集
』
と
し
て
、
幼

児
か
ら
小
学
生
向
け
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。

参
加
は
自
由
で
す
。

皆
さ
ん
、
連
日
の
暑
さ
で
睡
眠

不
足
・
食
欲
不
振
な
ど
夏
バ
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夏
負
け
）
に
な
っ
て
い
ま
せ
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か
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代
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単
に
暑
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く
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ク
ー
ラ
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に
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冷
え
も
原

因
と
な
っ
て
体
の
変
調
を
き
た
す

現
代
の
夏
バ
テ
冷
房
病
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

①
冷
風
を
直
接
体
に
当
て
る

冷
房
の
冷
た
い
風
を
頭
・
首
・

肩
・
上
背
部
に
受
け
る
と
、
頭

痛
・
肩
こ
り
・
風
邪
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
鼻

の
弱
い
人
は
鼻
炎
に
、
呼
吸
器
の

弱
い
人
は
喘
息
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
腰
に
冷
房
を
受
け
る
と
、

腰
痛
・
神
経
痛
・
膀
胱
炎
・
下

痢
・
腹
痛
を
、
そ
し
て
腰
か
ら
下

を
冷
や
す
と
座
骨
神
経
痛
・
こ
む

ら
が
え
り
・
足
の
だ
る
さ
・
不
眠

症
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

清
、
日
露
戦
争
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
終
結
ま
で
、
日
本
の
歴

史
と
共
に
、
近
代
福
島
の
人
々
は

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
如
何
な
る

影
響
を
受
け
た
の
か
。
戦
争
と
平

和
を
考
え
る
一
冊
。

・
無
事
の
日

佐
伯
一
麦

・
夏
の
滴

桐
生
祐
狩

・
時
宗
巻
の
四
戦
星

高
橋
克
彦

・
重
蔵
始
末

逢
坂
剛

・
お
と
こ
く
ら
べ

嵐
山
光
三
郎

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
激
安
シ
ョ
ッ

プ
イ
エ
ロ
ー
ペ
ー
ジ

・
か
っ
こ
い
い
ぞ
旅
客
機

日
本
航
空
ド
リ
ー
ム
エ
ク
ス
プ

レ
ス
21
や
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
ボ
ー
イ
ン
グ
７

４
７
な
ど
日
本
に
飛
ん
で
く
る
外

国
の
エ
ア
ラ
イ
ン
ま
で
、
日
本
で

見
ら
れ
る
旅
客
機
と
飛
行
機
の
内

部
を
写
真
で
紹
介
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
や
管
制
塔
も
収
録
。

夏
休
み
の
課
題
図
書
や
読
ん
で

み
た
い
本
な
ど
を
展
示
貸
出
し
ま

す
。「
読
ん
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
本

の
感
想
」
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

選
書
の
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

す
。

②
冷
房
の
冷
や
し
す
ぎ
、
温
度
差

の
激
し
い
場
所
の
出
入
り

人
間
が
急
激
な
温
度
変
化
に
対

応
で
き
る
の
は
、
５
度
以
内
で
す
。

そ
れ
以
上
の
変
化
を
度
々
受
け
て

い
る
と
、
体
温
調
節
機
能
が
だ
ん

だ
ん
悪
く
な
り
、
温
度
変
化
に
対

応
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
外
と
の
温
度
差
は
５
度
以
内
に

冷
房
の
場
合
、
27
〜
28
度
の
室

温
に
し
て
お
く
の
が
最
適
で
す
。

②
冷
気
を
直
接
肌
に
か
け
な
い

冷
房
の
効
い
た
場
所
に
長
時
間

い
る
場
合
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

③
寝
る
前
に
入
浴
し
ま
し
ょ
う

お
湯
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

冷
房
中
の
滞
っ
た
血
行
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぬ
る
め
の

お
湯
に
ゆ
っ
く
り
入
り
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
で
血
行
を
良
く
し
ま
し
ょ

う
。

④
あ
た
た
か
い
も
の
を
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

暑
さ
で
食
欲
が
な
く
、
そ
う
め

ん
な
ど
冷
た
い
も
の
ば
か
り
を
摂

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
冷
え
た
体
を

内
か
ら
温
め
る
こ
と
も
冷
房
病
の

予
防
に
な
り
ま
す
。
暑
い
と
き
に

こ
そ
栄
養
の
あ
る
あ
た
た
か
い
も

の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
夏
バ
テ
予

防
に
も
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
保
育
所
開
放
の
一
貫

と
し
て
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

と
た
ん
ぽ
ぽ
広
場
の
子
ど
も
た
ち

（
ま
だ
保
育
所
に
入
っ
て
な
い
小

さ
い
子
）
と
の
交
流
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
保
育
所
同
じ
日
程
で

交
流
会
を
予
定
し
て
お
り
、
た
ん

ぽ
ぽ
広
場
の
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
保
育
所
に
分
か
れ

て
親
子
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

交
流
会
の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

����

第
１
回
目
は
、
６
月
27
日
に
行

い
ま
し
た
。
福
田
保
育
所
で
は
初

め
て
の
顔
合
わ
せ
な
の
で
、
名
前

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
一
緒

に
体
操
を
し
た
り
、
外
で
砂
遊
び

を
し
た
り
し
て
交
流
を
持
ち
ま
し

た
。
最
初
は
、
戸
惑
い
も
見
ら
れ

た
た
ん
ぽ
ぽ
広
場
の
子
ど
も
た
ち

も
す
ぐ
に
う
ち
と
け
、
笑
顔
で
あ

そ
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
は
や
さ
し
く
あ

そ
ん
で
「
友
だ
ち
で
き
た
よ
！
」

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

交
流
会
を
通
し
て
、
あ
そ
び
の

場
や
あ
そ
び
の
世
界
が
広
が
り
、

親
子
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
せ
ま

す
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交

流
の
場
に
も
な
り
ま
す
。

各
保
育
所
で
も
「
み
ん
な
で
あ

そ
ぶ
の
っ
て
楽
し
い
」「
保
育
所

っ
て
楽
し
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
あ

そ
び
を
計
画
し
、
工
夫
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

交
流
会
は
、
今
後
４
回
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
皆
で
海
の
絵
を
描
い
て
い
る
時

（
５
歳
児
ク
ラ
ス
）

保
育
士
「
海
に
は
ど
ん
な
お
魚

が
い
る
か
な
？
」

Ａ
君
「
タ
コ
！
」

Ｂ
君
「
イ
カ
！
」

Ｃ
君
「
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
ロ
！
」

保
育
士
「
た
つ
の
お
と
し
ご
ね
」



受付時間
月　日
8月30日�

8月31日�
9月 4日�

9月 6日�

9月 7日�

9月25日�

（子供） （親） （地区）
大
ひろ
暉
き

森　雅之・みどり 作　田

麻　椰
ま 　 や

山木一弘・恵子 上真弓

涼
すず
夏
か

橋口寿彦・真由美 上真弓

百
もも
花
か

齋藤弘昭・和子 大山田

�
り
穂
お

寺島英人・みゆき 藤　崎

美
みづ
月
き

目黒光良・明子 小　川

太
たい
希
き

早坂誠一・悦子 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
菅野ミヨノ ８３歳 藤崎

（平成１３年６月２１日～平成１３年７月２０日届出）

・
故
佐
々
木
章
吾
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
佐
々
木
健
彦
さ
ん
（
釣

師
）
よ
り
20
万
円
／
故
門
馬
篤
志

さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
門
馬
一
郎

さ
ん
（
中
島
）
よ
り
10
万
円

・
目
黒
博
さ
ん
（
富
倉
）
よ
り
10

万
円
・
紙
オ
ム
ツ
・
下
着
多
数
／

門
馬
一
郎
さ
ん
（
中
島
）
よ
り
３

万
円
／
郡
司
イ
ネ
さ
ん
（
山
元

町
）
よ
り
卵
200
個
／
寺
島
林
治
朗

さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
町
）
よ
り
タ
オ
ル

90
本
／
加
藤
弘
さ
ん
（
木
崎
）
よ

り
レ
タ
ス
30
株
／
半
谷
ケ
サ
子
さ

ん
（
鉄
炮
町
）
よ
り
タ
オ
ル
50

本
／
佐
藤
吉
男
さ
ん
（
岡
）
よ
り

ジ
ャ
ガ
イ
モ
15
キ
ロ
／
犬
飼
栄
子

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

ふれ
あいと

創造のまち

21
日

相
双
地
方
土
木
促
進
協
会
総
会
、

ご
み
不
法
投
棄
監
視
員
委
嘱
状

交
付
式
、
区
長
会
定
例
会

22
日
　
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
町
消
友
会
総
会

24
日

駒
ヶ
嶺
老
人
と
婦
人
の
交
流
会
、

福
田
地
区
世
代
間
交
流
会

25
日
　
入
札
、
相
馬
総
合
卸
売
市
場
定

期
株
主
総
会
及
び
取
締
役
会
、

町
防
犯
協
会
理
事
会
総
会
、
広

域
圏
管
理
者
会
議

26
日

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会
、

町
農
地
集
積
促
進
員
委
嘱
状
交

付
式
・
会
議
、
町
都
市
計
画
審

議
会
委
嘱
状
交
付
式
及
び
会
議

29
日
　
町
転
作
現
地
確
認
調
査
員
委
嘱

状
交
付
式
及
び
現
地
調
査
、
相

馬
方
部
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

30
日
　
自
然
塾
（
21
世
紀
の
町
づ
く
り

研
究
会
）
総
会

１
日
　
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
新
地

地
区
世
代
間
交
流
会
、
元
広
域

消
防
本
部
消
防
長
吉
田
信
雄
氏

叙
勲
祝
賀
会

２
日
　
職
員
辞
令
交
付
式
、
衛
生
組
合

職
員
辞
令
交
付
式

４
日
　
土
地
連
相
双
支
部
役
員
会

５
日
　
常
磐
自
動
車
道
整
備
促
進
要
望

活
動
、
臨
時
全
国
町
村
長
大
会

７
日
　
未
来
博
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

９
日
　
交
通
関
係
機
関
団
体
役
員
会

10
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
議
、
北

海
道
雨
竜
町
議
会
来
庁
、
町
農

業
振
興
対
策
協
議
会
委
員
委
嘱

状
交
付
式

15
日

新
日
本
舞
踊
新
竜
会
発
表
会

16
日
　
課
長
会
、
常
磐
線
北
部
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総
会
、
交
通
安

全
車
両
パ
レ
ー
ド
出
発
式
、
庁

舎
建
設
打
合
せ

17
日
　
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委
員

辞
令
交
付
式
、
町
統
計
調
査
員

協
議
会
総
会

18
日
　
マ
ー
ク
・
ジ
ェ
レ
ミ
外
国
語
指

導
助
手
帰
国
あ
い
さ
つ

19
日
　
釣
師
浜
海
水
浴
場
海
開
き
、
結

婚
相
談
協
力
員
研
修
会
・
男
女

共
同
参
画
講
演
会
、
入
札

老
人
憩
の
家
は
、
８
月
13
日
�

〜
16
日
�
ま
で
、
お
盆
休
み
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

�
町
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
27
）

県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
日
程
で
肢
体

不
自
由
者
の
巡
回
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

８
月
24
日
�

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

原
町
市
福
祉
会
館

医
療
相
談
、補
装
具（
義

県
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
る
方
。

未
発
表
の
も
の

で
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
、
400
字
詰
原
稿

用
紙
６
枚
以
内
、
題
名
・
氏
名
・

住
所
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
職
業
を
１
枚
の
紙
に
記
入
し

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
28
日
�
ま
で

優
秀
賞
１
点
・
佳
作
３

点
以
内
（
副
賞
と
し
て
優
秀
賞
５

万
円
相
当
・
佳
作
２
万
円
相
当

の
ギ
フ
ト
券
贈
呈
）

肢
、
装
具
等
）
の
交
付
・
修
理
等

の
相
談
。

会
津
保
健
所

所
長
　
柳
澤
正
信
先
生

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�・
福
島
県
身
体
障
害
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
４
―
５

２
１
―
７
６
４
９
）

・
町
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
27
）

作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
品
の
一
部
は

県
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

�・
福
島
県
医
務
福
祉
課
少
子
高

齢
社
会
対
策
室

（
〒
９
６
０
―
８
６
７
０
福
島
市

杉
妻
町
２
―
16
）

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
９
８

・
町
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
27
）

県
で
は
、
子
育
て
が
楽
し
く
な

る
秘
訣
や
子
育
て
に
ま
つ
わ
る
愉

快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の
「
子
育

て
体
験
記
」
を
募
集
し
ま
す
。

県
内
在
住
又
は
、

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で
は
、
次
の

と
お
り
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
19
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

「
デ
ジ
モ
ン
テ
イ
マ
ー
ズ
」シ
ョ
ー

・
１
回
目
　
午
前
11
時
30
分
〜

・
２
回
目
　
午
後
２
時
30
分
〜

「
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
　
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」シ
ョ
ー

・
１
回
目
　
午
前
10
時
30
分
〜

・
２
回
目
　
午
後
１
時
30
分
〜

「
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」

「
ゲ
ー
ム
」「
縁
日
」
な
ど

無
料

�

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（
�
�
４
７
２
２
）

さ
ん
（
作
田
）
よ
り
清
拭
用

布
多
数
／
石
田
一
夫
さ
ん

（
高
田
）
よ
り
南
瓜
24
個

・
駒
ヶ
嶺
小
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
少

年
赤
十
字
）
10
人
ゲ
ー
ム

他
／
特
老
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
福
田
・
新
地
・
駒
ヶ
嶺
の

女
性
の
皆
さ
ん
）
28
回
56

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
９
回
15

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
２

人
／
漁
協
婦
人
部
１
回
３

人
／
新
地
高
校
２
回
20
人
／

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
回
４

人

・
新
地
町
建
設
業
組
合
（
角
田
義

正
会
長
）
よ
り
90
万
円

Ｄ－ｉｃｌｕｂ広域ふれあい事業実行委員会が、今
年も出会いのチャンスを作っていきます。
申込みは、8月24日(金)まで！電話待ってます。

9月8日(土) 町図書館前　14時30分出発
男性：3000円／女性：2000円
18歳～35歳までの独身男女（各20名）。

男性は、新地町・相馬市・鹿島町・飯舘村・山元
町在住の方、女性の住所は問いません。

新地公民館（��２０８５）

�

� ��

対象地区
岡・杉目・
下真弓
小川・上真弓
沢口・鉄炮町
大山田・明地
中里・木崎
菅谷・高田・
新町・上ノ町
城内・今神・
富倉
新地町

実施場所
保健センター

保健センター
勤労青少年ホ
ーム

駒ヶ嶺公民館

駒ヶ嶺公民館

保健センター

午前8時30分～9時
対象地区
大戸浜

埒浜・作田
中島・今泉

駒町・渋民

藤崎・原相善

釣師

実施場所
保健センター

保健センター
保健センター

駒ヶ嶺公民館

駒ヶ嶺公民館

保健センター

午後1時～1時30分



双子なので何をするのにも一緒で、とても仲良し
です。電車が大好きで、いつも家から電車を見て喜
んでいます。二人ともとても活発なので、このまま
元気で仲良しでいてください。

○お仕事は？
☆山元町の介護施設アルカディアウェルで、お年
寄りの介護をしています。主に自宅での生活が困
難なお年寄りが、日常生活を安心して送れるよう
にするための手伝いをしています
○趣味は？
☆アコースティックギターです。ゆずの「いつか」
なども弾けますよ。
○理想の男性のタイプは？
☆優しくて強くて、おもしろい人です。芸能人で
いうと加藤晴彦さ
んのような人が好
きです。
○将来の夢は？
☆これからも介護
の勉強を続けて、
お年寄りに喜んで
もらえるような介
護士になりたいで
す。
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原
町
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
に

加
盟
す
る
町
の
組
合
員
17
名
が
、

７
月
３
日
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

防
止
の
ス
モ
ー
キ
ン
ク
リ
ー
ン
活

動
を
行
い
、
釣
師
浜
海
水
浴
場
周

辺
を
清
掃
し
な
が
ら
喫
煙
マ
ナ
ー

の
向
上
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会
員
た
ち
は
そ
ろ
い
の
緑
の
エ
プ

ロ
ン
姿
で
、
マ
ナ
ー
の
悪
い
喫
煙

者
が
投
げ
捨
て
た
た
ば
こ
の
吸
い

殻
な
ど
を
拾
い
集
め
、
マ
ナ
ー
を

守
っ
た
喫
煙
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

�

新
地
高
校
生
70
人
と
第
８
行
政

区
の
役
員
や
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
約
30
人
は
７
月
６
日
、
町
が
推

進
し
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

一
環
と
し
て
小
川
地
区
の
国
道
６

号
沿
い
の
緑
地
帯
に
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
３
千
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

植
栽
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
、

６
月
に
新
地
高
校
生
が
学
校
の
温

室
に
仮
植
し
た
も
の
で
、
参
加
者

た
ち
は
１
本
づ
つ
丁
寧
に
植
え
付

け
て
い
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
で
は
「
町
の
歌
」

の
Ｃ
Ｄ
を
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

「
コ
ー
ル
し
お
さ
い
」
な
ど
の
協
力

で
７
月
５
日
録
音
し
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

録
音
は
コ
ー
ル
し
お
さ
い
の
ほ

か
男
声
部
門
を
役
場
職
員
が
担
当

し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら
の

手
作
り
で
、
女
声
・
混
声
・
ピ
ア

ノ
伴
奏
の
み
な
ど
数
種
類
の
パ
タ

ー
ン
を
Ｃ
Ｄ
に
保
存
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
Ｃ
Ｄ
版
「
町
の
歌
」

は
今
後
、
各
種
会
合
な
ど
で
利
用

し
て
い
き
ま
す
。

�

�

児
童
、
生
徒
た
ち
が
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
夢
や
希

望
な
ど
を
発
表
し
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

「
第
５
回
少
年
の
主
張
大
会
」
が

７
月
21
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
18
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
発
表
し
ま

し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
家
族
や
友
人
、

将
来
の
夢
、
社
会
問
題
な
ど
に
つ

い
て
発
表
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

�



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

■
７
月
７
日
に
開
幕
し
た
未
来
博
。
町
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
課
内
全
員
で
行
っ
て
来
ま
し
た
。
私
も
未

来
博
の
魅
力
を
隅
々
ま
で
皆
さ
ん
に
伝
え
よ
う
と

意
気
揚
々
乗
り
込
み
ま
し
た
が
、
内
覧
会
の
６
日

か
ら
町
の
ブ
ー
ス
に
は
人
・
人
・
人
。
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
や
ト
マ
ト
、
新
地
ら
し
く
海
の
イ
メ
ー
ジ

で
と
設
置
し
た
カ
レ
イ
・
コ
チ
・
ス
ズ
キ
な
ど
が

泳
ぐ
水
槽
も
大
人
気
で
来
場
者
に
町
を
し
っ
か
り

と
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
■
し
か
し
な
が
ら
、
ほ

か
の
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
を
見
学
す
る
余
裕
が
な
く

な
り
、
今
月
号
で
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
の
は
ほ
ん

の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
行
か
れ
て
な
い
方

に
は
雰
囲
気
だ
け
で
も
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
未
来
博
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
夏
の

思
い
出
に
森
の
博
覧
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
晴
）

★
暑
か
っ
た
７
月
。
そ
ん
な
中
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
参
加
し
た
新
地
高
校
生
・
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
生
徒
の
皆
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
動
を
体
験
し
、
将
来

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
手
伝
え
な
く
て
ご
め
ん

な
さ
い
。（
寺
）

第４回しんちロードレース大会 
124人が健脚競う 

第４回しんちロードレース大会 
124人が健脚競う 

広
報
し
ん
ち
７
月
号
の
消
息
コ
ー
ナ
ー

の
届
け
出
月
日
は
「
平
成
13
年
５
月
21
日

〜
平
成
13
年
６
月
20
日
」
の
誤
り
で
し
た

の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。


